








い. したがって, これらを解析するために局所分岐解析を用いる. 局所分岐は, 全体の高次
元ダイナミクスを不安定化する複数個のモードに対応した低次元の中心多様体に縮約して




難しい. そこで, 有限区間に周期境界条件を課し, 方程式をフーリエ級数に展開すること





性・増殖系の空間 1次元の場合において,(n; n+ 1), (n; 2n)モードに対する標準形の導出
を行うことで, より多くのモードにおける分岐解析を可能にすることを目的としている.
空間 1次元における走化性・増殖系は次の式で与えられる.8><>:
ut = auxx   b(uvx)x + c(u); (t; x) 2 (0;1) I;
vt = dvxx + fu  gv; (t; x) 2 (0;1) I;
ux(t; 0) = ux(t; L) = vx(t; 0) = vx(t; L) = 0; t 2 (0;1):
ここで c(u) = pu(1   u); p > 0, I は区間 (0; L)  R を表す. この式は,(u; v) 
(0; 0); (1; f=g) で定数定常状態となる .
変数を (u; v) = (u  1; v   f=g), とし,フーリエ級数に展開することで
u(t; x) = u0 +
X
l2N






ここで u = (u; v) ,  = =L , N0 = N [ f0g とすることで, フーリエモードの方
程式














































































体上の方程式系を確定することができる. 本論文では (n; n+ 1), (n; 2n)モードに対して
標準形の導出を行うことで, 隣り合うモードと 2 倍のモードにおける分岐解析を可能に
した.
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